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「
帆
引
き
船
フ
ェ
ス
タ
」

　

小
中
学
生
や
講
座
受
講
生
、
文
化

団
体
な
ど
の
作
品
展
示
、
文
化
・
歴

史
に
関
す
る
体
験
教
室
、
霞
ヶ
浦
に

古
く
か
ら
伝
わ
る
歌
や
子
ど
も
か
ら

大
人
ま
で
参
加
の
コ
ン
サ
ー
ト
、
キ

ッ
ズ
ダ
ン
ス
、
伝
統
芸
能
の
祭
典
、

物
産
展
な
ど
で
大
き
な
盛
り
上
が
り

を
見
せ
ま
し
た
。

　

特
に
、
当
市
や
帆
引
き
船
と
関
わ

り
の
深
い〝
坂
本
九
〞さ
ん
の
名
曲
を

中
学
生
吹
奏
楽
団
が
演
奏
し
、「
上

を
向
い
て
歩
こ
う
」の
大
合
唱
は
、

会
場
全
体
を
暖
か
い
空
気
が
包
み
込

過
去
最
高
の
人
出
を
記
録

　

か
す
み
が
う
ら
祭
実
行
委
員
会
に

よ
る
第
４
回
か
す
み
が
う
ら
祭
が
第

１
常
陸
野
公
園
、
千
代
田
公
民
館
を

会
場
に
開
催
さ
れ
、
過
去
最
高
の
お

よ
そ
６
万
人
の
人
出
で
に
ぎ
わ
い
ま

し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
で
は
、
市
内
の
文
化
団

体
の
発
表
の
ほ
か
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

の
表
紙
を
飾
っ
た
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク

ー
ル
や
環
境
美
化
運
動
団
体
の
表
彰

が
、
ま
た
、
広
場
で
は
牛
渡
小
学
校

の
鼓
笛
隊
や
や
ま
ゆ
り
・
わ
か
ぐ
り
・

さ
く
ら
保
育
所
、
の
ぞ
み
保
育
園
の

CLOSE　UP

祭りの底辺をいつも支えているのは、実行委員会
と 70 を超える物産展参加者です。手塩にかけて育
てた農畜産物とその加工品販売や無料配布。日頃

の活動の成果、また、社会活動の啓発の場として
のパネル展などが引き続き実践されています。ま
さに、市民の郷土愛こそが、この祭りの原点です。

八代亜紀

「帆引き船が陸に上がった」真っ白な帆には、生ま
れ育ったふるさとへの誇りと今の恵みへの感謝の
気持ちを秘め、人々の笑顔と文化の息吹を映し出

していました。昨年 8月から準備にあたってきた
3つの企画委員会の方々の頑張りが形となり、思
い入れが実った充実の瞬間が訪れました。

11 ３
作品展示は 2 日～ 3 日

／

Kasumigaura Festa Hobikisen Festa

CLOSE　UP

回
�
第

み
心
に
響
く
も
の

で
し
た
。

【
生
涯
学
習
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
】

　

市
の
生
涯
学

習
の
振
興
の
た
め
、

４
月
か
ら
16
人
の
実
行
委
員
が
中
心

に
、
熱
心
に
準
備
を
進
め
、
和
太
鼓

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
発
表
、
コ
ン
サ

ー
ト
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
で
は
、
市
内

９
団
体
が
思
い
思
い
の
衣
装
に
身
を

包
み
、
工
夫
さ
れ
た
振
付
で
寒
風
を

吹
き
飛
ば
す
元
気
な
踊
り
で
盛
り
上

げ
終
演
を
迎
え
ま
し
た
。

つ
な

がる・広が
る

文
化

子
ど
も
た
ち
に
よ
る
遊
戯
披
露
、
祭

礼
団
体
の
山
車
や
獅
子
舞
・
ま
と
い

の
共
演
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

歌
謡
シ
ョ
ー
に
は
演
歌
界
の
大
御

所
八
代
亜
紀
さ
ん
が
出
演
、
登
場
と
同

時
に
会
場
の
熱
気
は
頂
点
に
達
し
ま

し
た
。
八
代
さ
ん
は「
舟
歌
」な
ど
７
曲

を
熱
唱
し
観
客
を
魅
了
し
ま
し
た
。

　

祭
り
の
参
加
者
は
、
増
加
の
傾

向
に
あ
り
ま
す
。
今
年
は
、
市
の
ブ

ラ
ン
ド
化
推
進
協
議
会
が
開
発
し
た

〝
や
き
い
も
焼
酎  

湖
山
〞の
発
売
発

表
会
を
実
施
し
、
市
内
外
の
多
く
の

方
々
に
Ｐ
Ｒ
で
き
ま
し
た
。

熊谷ひろみ まきのめぐみ 柿崎竹美 浅野町子

6 万人を惹き付けた演歌の女王！！ リアル帆
引き船を

前に

華麗に舞
う妖精

�
�
�
�
�
�
祭

第
�
回 帆

引
�
船
�
�
�
� 

�

�
 

生
涯
学
習
�
�
�
�
�
�
�

第
23
回
国
民
文
化
祭
市
主
催
事
業

11  9
帆引き船フェスタは

1 日～ 9 日

／

想い出の

１コマ
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下稲吉小

下稲吉東

美並小

宍倉小

佐賀小
新治小
志筑小
七会小
牛渡小
下大津小
安飾小
志士庫小

上佐谷小

下稲吉中

南中
千代田中
北中

市立小学校児童数の推移

市立中学校生徒数の推移

➡

※ 各年度 5月1日時点の全校児童・生徒数で掲載しています。
※ グラフ中のH25からの児童・生徒数は、児童生徒数推計調
査の方法で推計しています。

　

少
子
化
が
進
み
、
公
立
小
中
学
校

が
小
規
模
化
し
て
い
ま
す
。
茨
城
県

教
育
委
員
会
で
は
、
平
成
20
年
４
月

に
公
立
小
中
学
校
の
適
正
規
模
に
つ

い
て
の
指
針
を

○ 

小
学
校
は
、
ク
ラ
ス
替
え
が
可
能

で
あ
る
各
学
年
２
学
級
以
上
と
な

る
12
学
級
以
上
が
望
ま
し
い
。

○ 

中
学
校
は
、
ク
ラ
ス
替
え
が
可
能

で
全
て
の
教
科
の
担
任
が
配
置
で

き
る
９
学
級
以
上
が
望
ま
し
い
。

と
示
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
指
針
に
あ
て
は
め
る
と
、
か

す
み
が
う
ら
市
の
小
学
校
13
校
中
11

校
、
中
学
校
４
校
中
２
校
が
基
準
を

下
回
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
背
景
を
受
け
、
市
教

育
委
員
会
で
は
、
今
後
の
子
ど
も
た

ち
の
学
習
内
容
、
学
習
環
境
の
充
実

を
図
り
、
適
正
な
運
営
や
、
適
正
規

模
の
検
討
を
進
め
る
た
め
、
広
く
市

民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
聞
き
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
次
ペ
ー
ジ
の
ア

ン
ケ
ー
ト
、
意
見
・
提
言
を
記
入
し
、

切
り
取
っ
て
封
書
に
し
て
投
函
し
て

く
だ
さ
い
。（
送
料
は
か
か
り
ま
せ

ん
。）

　

な
お
、
現
在
、
市
立
小
中
学
校
へ

通
う
お
子
さ
ん
の
保
護
者
の
皆
さ
ん

に
は
あ
ら
か
じ
め
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
し
、
そ
の
結
果
に
つ
い
て
は
後
述

し
て
い
ま
す
。

小中学校の適正規模について
ー皆さんの声をお寄せくださいー

問学校教育課　☎内線 2400

（人）

（人）

（人）

﹇
拡
大
﹈



7

「保護者対象のアンケート結果」

� ��� ���� ���� ���� ���� ����

この人数以下の 小学校 は統合
全校児童 （1学年当たり児童数/学級数）

① 30人以下 （平均5人/ ほぼ複式学級）
② 60人以下 （平均10人 / 一部複式学級）
③ 90人以下 （平均15人 / 1学級）
④ 120人以下（平均20人 / 1学級）
⑤ 150人以下（平均25人 / 1学級）
⑥ 180人以下（平均30人 / 1学級）
⑦ 240人以下（平均40人 / 1学級）
⑧ その他

この人数以下の 中学校 は統合
全校生徒 （1学年当たり生徒数/学級数）

① 60人以下 （平均20人・ 1学級）
② 90人以下 （平均30人・ 1学級）
③ 105人以下（平均35人・ 1学級）
④ 120人以下（平均40人・ 1学級）
⑤ 150人以下（平均50人・ 2学級）
⑥ 180人以下（平均60人・ 2学級）
⑦ 240人以下（平均80人・ 2学級）
⑧ その他

どの程度の全校児童・生徒数規模で

学校の統合を考えますか？

� ��� ���� ���� ���� ���� ����

①
18.74

（％）

小学校

中学校

②
26.40

③
19.97

④
13.33

⑤
9.06

⑥
6.72

⑦
4.59

⑧
1.19

①
28.87

②
18.97

③
10.20

④
14.88

⑤
9.61

⑧
1.65

⑥
8.11

⑦
7.71

市教育委員会では、学校の適正規模について検討するため、市内小中学校へ通うお子さんの保護者の方を対象に

アンケートを実施しました。その結果についてお知らせします。（結果は一部抽出して掲載しています。）

広報かすみがうら

年  齢

○配布と回収状況　配布数＝3,730通　回答数＝2,874通　回答率＝77.05％

○配布と回収期間　平成20年10月1日～10月14日

女2,390人
（83.95％）

男457人
（16.05％）

20～29歳
83人（2.92％）

30～39歳
1,345人
（47.26％）

40～49歳
1,286人

（45.19％）

50～59歳
112人（3.94％）

60歳以上 20人（0.70％）

小学校区 下大津 美 並 牛 渡 佐 賀 安 飾 志士庫 宍 倉
回答数 114 245 149 132 135 125 147
比率（％） 4.01 8.61 5.24 4.64 4.75 4.39 5.17

小学校区 志 筑 新 治 七 会 上佐谷 下稲吉 下稲吉東 その他
回答数 170 176 123 52 694 569 13
比率（％） 5.98 6.19 4.32 1.83 24.40 20.01 0.46

アン ケ ート
にご 協力い
ただいた保
護者の状況

※ 表およびグラフの比率は小数点
第 3位を四捨五入しています。

性  別

お住まいの小学校区

このアンケート結果は、市教育委員会ホームページトップ画面の「NEWS」でもご覧いただくことができます。

1学年あたりの学級数は

どの程度がいいですか？

� �� �� �� �� ���

小学校

中学校

複式学級 1学級 2学級 3学級

4.81

21.40 29.23 30.48 14.08

12.12 40.26 43.31

1.77 2.54

4学級以上

（％）

学級数を考える要因として、小学校では「教師の目が行き届く」「ゆ

とりある教育が受けられる」などがあげられているのに対し、中

学校では「競争意識が高まる」「クラブや選択教科の幅が広い」な

どの意見が多くあげられています。

学校が小規模化している

ことで今後の対応は？

� �� �� �� �� ���

現行のまま

47.06

（％）

小規模は統合 県の適正規模に
その他

26.07 23.03 3.19

0.65

49.58 12.08 31.38 6.15

0.81

小学校

中学校

全ての学校を
対象に検討

小中学校とも「現行のままにして欲しい」と「統合・検討」の意

見がほぼ同割合となっています。

� ��� ����������������

統合を進めるうえ

での配慮は？

通学手段

学校の位置

施設の整備状況

児童生徒数

地域とのつながり

学校の跡地利用

その他

　　　　　　　42.68
　　　　　  37.50
　　　　　　 25.53
　　　　　　 24.96
　　　　16.15
　　　　  19.36
　　8.01
　　  10.84
　 4.63
　3.87
　2.74
　3.15
0.26
0.32 複数回答可（％）

小中学校とも「通学手段」が統合を進める

うえで重要と考えられています。

� ��� ��� ��� ��������

� ��� ��� ��� ��������

小学校
中学校
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毎
年
１
月
１
日
現
在
で
、
農
業
委

員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
を
調
製
し
ま

す
。
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿

は
、
有
権
者
か
ら
の
申
請
に
基
づ
い

て
調
製
す
る
「
申
告
調
製
名
簿
」
で

す
。
申
請
後
、
申
請
内
容
の
審
査
を

経
て
、
３
月
31
日
に
選
挙
人
名
簿
へ

登
録
さ
れ
ま
す
。

◆
対
象
者
＝
平
成
元
年
４
月
１
日
以

前
に
生
ま
れ
た
方
で
、
10
ア
ー
ル
以

上
の
農
地
を
耕
作
し
て
い
る
方
と
そ

の
同
居
の
親
族
お
よ
び
配
偶
者
。（
親

族
お
よ
び
配
偶
者
は
年
間
を
通
し
て

60
日
以
上
耕
作
に
従
事
す
る
方
）

◆
申
請
方
法
＝
現
在
の
名
簿
登
録
者

な
ど
に
は
、
12
月
末
頃
ま
で
に
世
帯

ご
と
に
申
請
書
を
送
付
し
ま
す
。
必

要
事
項
を
記
入
し
同
封
の
返
信
用
封

筒
に
て
ご
返
送
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

新
た
に
申
請
す
る
場
合
な
ど
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
申
告
登
載
の
提
出
が
な
い
場
合

農
業
委
員
会
委
員
選
挙

人
名
簿
�
登
録
�

は
、
選
挙
権
が
失
わ
れ
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

◆
申
請
期
限
日
＝
１
月
10
日
（
土
）

持
参
さ
れ
る
場
合
は
千
代
田
庁
舎
・
霞

ヶ
浦
庁
舎
窓
口
で
お
預
か
り
し
ま
す
。

問
・
農
業
委
員
会
事
務
局

　
　

☎
内
線
２
７
０
３

　

・
選
挙
管
理
委
員
会（
総
務
課
内
）

　
　

☎
内
線
１
５
２
３

広報かすみがうら

償
却
資
産
�
申
告
�

�
願
�
�
�
�

　

市
内
で
事
業
を
し
て
い
る
方
は
、

毎
年
１
月
１
日
現
在
に
所
有
し
て
い

る
事
業
用
資
産
（
償
却
資
産
）
を
申

告
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

◆
該
当
す
る
資
産

①
構
築
物
（
ネ
オ
ン
広
告
塔
、看
板
、

給
排
水
設
備
、
駐
車
場
舗
装
な
ど
）

②
機
械
お
よ
び
装
置(

電
気
工
作
機

械
、
駐
車
場
機
械
装
置
な
ど
）

③
船
舶
（
客
船
、
ボ
ー
ト
な
ど
）

④
航
空
機
（
グ
ラ
イ
ダ
ー
含
む
）

⑤
車
両
お
よ
び
運
搬
具
（
フ
ォ
ー
ク

リ
フ
ト
、
構
内
運
搬
車
、
台
車
な
ど

で
、
自
動
車
、
軽
自
動
車
税
の
課
税

対
象
と
な
る
資
産
を
除
く
）

⑥
工
具
、
器
具
お
よ
び
備
品
（
検
査

工
具
、
パ
ソ
コ
ン
、
ロ
ッ
カ
ー
、
レ

ジ
ス
タ
ー
、
机
い
す
、
冷
蔵
庫
な
ど
）

◆
提
出
期
限
＝
平
成
21
年
１
月
31
日

（
土
）

◆
提
出
書
類
＝
償
却
資
産
申
告
書
お

よ
び
種
類
別
明
細
書

※
次
の
平
成
21
年
度
分
の
申
告
か
ら
、

償
却
資
産
の
耐
用
年
数
や
資
産
区
分

が
変
わ
り
ま
す
。
新
た
に
取
得
し
た

資
産
だ
け
で
な
く
、
既
存
の
資
産
も

含
め
た
す
べ
て
の
資
産
に
対
し
て
改

正
後
の
耐
用
年
数
を
用
い
る
こ
と
に

な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

〈
参
考
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
〉
資
産
評
価

シ
ス
テ
ム
研
究
セ
ン
タ
ー

Ｈ
Ｐ
h
ttp
://w

w
w
.re
c
p
a
s.o
r.jp

問
税
務
課　

☎
内
線
１
１
２
７

人
間
�
�
�
�
脳
�
�

�
補
助
�
終
了

　

今
年
度
の
日
帰
り
人
間
ド
ッ
ク
と

脳
ド
ッ
ク
の
補
助
金
交
付
申
請
の
受

け
付
け
は
終
了
し
ま
し
た
。
平
成
21

年
度
の
受
け
付
け
は
、
平
成
21
年
４

月
か
ら
開
始
し
ま
す
。

問
健
康
増
進
課　

☎
内
線
２
４
６
２

昭和 23 年に茨城県警察に就職、主に
刑事部に長く在職し多くの事件を解
決に導きました。以降、警視正を経て、
昭和 63 年まで約 40 年間、地域の安
全確保に尽力した功労が認められ受
章されました。

★瑞
ずいほうそうこう

宝双光章

金
かなえだ

枝 義
よしお

夫さん（稲吉）
元 警視長

★旭
きょくじつたんこう

日単光章

萩
はぎわら

原 敬
たかし

さん（南根本）
現 霞ヶ浦土地改良区理事長

11
月
３
日
付
で
、
秋
の
叙
勲
を
受
章

さ
れ
た
方
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

勲　

章

昭和 58 年に出島土地改良区に理事と
して就任、常務理事を経て平成 7年に
現在の 8代目理事長に就任しました。
25 年来地域の食の自給率向上のため
に尽力した功労が認められ受章され
ました。

◆ e-Taxホームページ◆
http://www.e-tax.nta.go.jp
「イータックス」で検索できます

問い合わせ先
土浦税務署（代表）☎ 029-822-1100
市税務課住民税係  ☎内線 1128 ～ 1130

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
申
告
・
納
税

で
き
る
「
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
（
国
税
電
子
申

告
・
納
税
シ
ス
テ
ム
）」
を
平
成
20
年

分
の
申
告
で
利
用
す
る
と
、
最
高
で

５
千
円
の
税
額
控
除
が
受
け
ら
れ
ま

す
。（
※
１
年
間
の
所
得
税
額
を
限
度

と
し
ま
す
。
ま
た
、
平
成
19
年
分
で

本
控
除
を
受
け
た
方
は
受
け
ら
れ
ま

せ
ん
。）

　

こ
の
税
額
控
除
は
、
勤
務
先
で
年

末
調
整
が
済
ん
で
い
る
方
も
対
象
と

な
り
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

所
得
税
の
確
定
申
告
を
ｅ-

Ｔ
ａ

ｘ
で
行
う
場
合
、
医
療
費
の
領
収
書

や
源
泉
徴
収
票
な
ど
は
、
記
載
内
容

を
入
力
し
て
送
信
す
る
こ
と
に
よ
り
、

そ
の
書
類
の
提
出
ま
た
は
提
示
を
省

略
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
確
定
申

告
期
限
か
ら
３
年
間
、
添
付
書
類
の

提
出
ま
た
は
提
示
を
求
め
ら
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
）。

e‐Tax申告に必要なもの

● インターネットができる
　パソコン
● 電子証明書を格納した
　住民基本台帳カード
● ICカードリーダライタ

個
人
企
業
経
済
調
査
�

実
施
�
�
�
�

　

総
務
省
統
計
局
で
は
、
平
成
21
年

１
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
の
１

年
間
、
国
の
景
気
判
断
や
中
小
企
業

振
興
の
た
め
の
資
料
な
ど
を
得
る
た

め
に
、
都
道
府
県
を
通
じ
て
調
査
を

行
い
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
個
人
経
営
の
事
業

所
に
「
動
向
調
査
票
」（
３
カ
月
ご

と
）
と
「
構
造
調
査
票
」（
年
１
回
）

の
２
種
類
の
調
査
票
に
記
入
し
て
い

た
だ
き
、
調
査
員
が
取
り
集
め
る
仕

組
み
を
と
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
統
計
法
に
基
づ
い
て

行
な
わ
れ
ま
す
。
統
計
法
に
は
、
申

告
の
義
務
、
調
査
票
の
統
計
目
的
以

外
へ
の
使
用
禁
止
な
ど
が
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

調
査
に
従
事
す
る
人
に
は
、
調
査

上
知
り
得
た
秘
密
に
属
す
る
事
項
を

他
に
漏
ら
し
て
は
な
ら
な
い
守
秘
義

務
が
課
せ
ら
れ
て
い
て
、
秘
密
の
保

護
に
は
万
全
を
期
し
て
い
ま
す
。
調

査
票
に
書
か
れ
た
内
容
が
外
部
に

漏
れ
る
こ
と
は
絶
対
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
安
心
し
て
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

問
茨
城
県
統
計
課

　

☎
０
２
９
（
３
０
１
）
２
６
６
１

《
参
考
》
総
務
省
統
計
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

Ｈ
Ｐ
 h
ttp
://w

w
w
.sta
t.g
o
.jp

中
小
�
小
規
模
企
業
�

応
援
�
�
�
�
�
�

①
緊
急
保
証
の
対
象
業
種
を
６
９
８

業
種
に
拡
大
し
ま
し
た
。

・
緊
急
保
証
制
度
は
、
信
用
保
証
協

会
の
１
０
０
％
保
証
で
す
。
責
任
共

有
制
度
の
適
用
は
あ
り
ま
せ
ん
。

・
対
象
業
種
の
方
は
、
一
般
保
証

８
千
万
円
に
加
え
て
、
別
枠
で

８
千
万
円
（
担
保
が
あ
る
方
は
、
一

般
保
証
２
億
円
に
加
え
て
、
別
枠
で

２
億
円
）
ま
で
の
保
証
を
利
用
で
き

ま
す
。

※
対
象
業
種
に
つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

Ｈ
Ｐ
 h
ttp
://w

w
w
.c
h
u
sh
o
.m
e
t

i.g
o
.jp

②
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
貸
付
は
業
種

を
問
わ
ず
利
用
可
能
で
す
。

・
全
業
種
の
方
が
、
４
億
８
千
万
円

（
中
小
企
業
の
方
）、
４
千
８
百
万
円

（
小
規
模
企
業
の
方
）
ま
で
利
用
で

き
ま
す
。

・
特
に
業
況
の
厳
し
い
方
に
対
す
る

金
利
の
引
き
下
げ
も
行
う
予
定
で

す
。

・
特
別
貸
付
は
、(

株)

日
本
政
策

金
融
公
庫
や
沖
縄
振
興
開
発
金
融
公

庫
に
加
え
、(

株)

商
工
組
合
中
央

金
庫
で
も
行
う
予
定
で
す
。

問
関
東
経
済
産
業
局　

産
業
部
中
小

企
業
課　

中
小
企
業
金
融
課

　

☎
０
４
８
（
６
０
０
）
０
３
３
４

　

☎
０
４
８
（
６
０
０
）
０
４
２
５

�
�
�
�
�
�
�
確
定
申
告
�
�
�
�

最
大
�
�
千
円
�
税
額
控
除
�
受
�
�
�
�
�

体
育
指
導
委
員
�
�
�

�
長
年
�
勤
続
�
表
彰

　

体
育
指
導
委
員
と
し
て
市
か
ら
委

嘱
を
受
け
て
以
来
、
30
年
間
に
わ
た

り
市
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
務
め
て
い

る
鈴す

ず
き木

勝ま
さ
お夫

さ
ん
（
牛
渡
）
と
小お

ぐ
ら倉

博ひ
ろ
し

さ
ん
（
新
治
）
の
２
人
が
社
団
法

人
全
国
体
育
指
導
委
員
連
合
会
長
か

ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

鈴木勝夫さん

小倉博さん
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三
郷
料
金
所
�
�
�
�

Ｉ
Ｃ
社
会
実
験
を
開
始

　

三
郷
料
金
所
に
、
本
線
料
金
所
に

併
設
す
る
も
の
と
し
て
全
国
初
の
ス

マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
が
開
設

さ
れ
ま
す
。
三
郷
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
出
口
・
流
山
橋
周
辺
道
路
の
渋
滞

緩
和
な
ど
大
き
な
効
果
が
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

入
口
・
出
口
に
ゲ
ー
ト
が
２
箇
所

づ
つ
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ゲ
ー
ト
の

前
で
必
ず
停
止
し
な
い
と
ゲ
ー
ト
が

開
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
利
用
の
際
に

は
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◆
開
始
日
時
＝
12
月
19
日
（
金
）
午

後
３
時
か
ら

◆
実
施
個
所
＝
常
磐
自
動
車
道　

三

郷
料
金
所
付
近

◆
利
用
方
向
＝
水
戸
方
面
へ
の
入

口
、
水
戸
方
面
か
ら
の
出
口

◆
対
象
車
種
＝
Ｅ
Ｔ
Ｃ
車
載
器
を
搭

載
し
た
普
通
車
、
軽
自
動
車
、
二
輪

車
（
た
だ
し
、
け
ん
引
車
を
除
く
）

ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
（
ス
マ

ー
ト
Ｉ
Ｃ
）
と
は
＝
高
速
道
路
の
本
線

や
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
、
パ
ー
キ
ン
グ
エ

リ
ア
、
バ
ス
ス
ト
ッ
プ
か
ら
乗
り
降
り

が
で
き
る
よ
う
に
設
置
さ
れ
る
イ
ン
タ

ー
チ
ェ
ン
ジ
で
、
通
行
可
能
な
車
両
を
、

Ｅ
Ｔ
Ｃ
を
搭
載
し
た
車
両
に
限
定
し
て

い
る
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
で
す
。

問
三
郷
市
企
画
調
整
課

　

☎
０
４
８
（
９
５
３
）
１
１
１
１

　市では、生活環境の向上と水環境の改善などを図るため、下水道の整備区域内では早めの接続をお

願いしています。なお、資金面での負担を軽減するため、助成制度を用意していますのでご利用くだ

さい。

　改造資金融資のあっせんと利子補給

　改造資金の融資を希望される方を、市が金融機関との間に入って仲介します。利子については、金融機関

から融資を受けた方に市が全額を補給します。

▽資金融資のあっせん限度額　
　・一般住宅の場合…100万円以内

　・賃貸住宅の場合…150万円以内

　※一戸建て住宅は一棟につき、また集合住宅

　　については一世帯分につき 15万円以内です。

　※供用開始後 3年以上経過した区域については、

　　利子補給額は半額になります。

　接続支援事業費補助

　供用開始後 3年以内に水洗便所に改造する際、下水道へ接続しようとする方に、改造資金の一部を助成し

ます。

▽補助の額
　・1年以内に水洗化した方…50,000 円

　・2年以内に水洗化した方…40,000 円

　・3年以内に水洗化した方…20,000 円

　　※この助成制度は、今年度に茨城県が創設した

　　　森林湖沼環境税を財源とし、平成 20年 4月

　　　1日から始まりました。

水洗便所に改造するときの資金を助成します

●対象者： 下水道整備区域内で、下水の処理開始公示の日から 3年以内にくみ取
り便所（し尿浄化槽による水洗便所を含む）を水洗便所に改造しよう

とする方。ただし、法人、官公署、その他の事務所などを除く。

●対象工事： 現在のくみ取り便所を水洗便所に改造するための便器、洗浄用具など
の改造または排水施設の新設もしくは改造するための工事。

▼ ▼ ▼下水道への接続・水洗便所への改造に関する問い合わせは　下水道課　☎内線 2632

住　民

かすみがうら市

申請

決定通知

金融機関

審査依頼 審査報告

融資

申し込みの流れ

借入申込

住　民

かすみがうら市

申請

助成

施行業者

申し込みの流れ

検査依頼 検査

施行

施行依頼

茨城県教育委員会・（財）茨城県教育財団
・茨城県女性プラザ共催

“マイライフいきいきセミナー”
井筒監督による講演会参加者募集

1/25
（日）

◆場　所　レイクエコー（行方市宇崎 1389）
◆時　間　午後 2時～午後 4時頃
◆講　演　「愛と平和、命の重みを考える」
　　　　　井筒和幸氏（映画監督）
◆参加費　無　料
◆ 申込方法　電話または FAXなどで必要事項
を連絡ください。（原則 1月 17日までの申
し込みとなりますが、定員 308 人になり次
第締め切りとさせていただきます。）

申 問 ＜レイクエコー＞茨城県鹿行生涯学習セン
　　  ター　茨城県女性ブラザ　女性プラザ課
　  　☎ 0299-73-2300  FAX0299-73-3925
　　  ＨＰ http://www.lakeecho.gakusyu.
　　　　 ibk.ed.jp/

石岡地方結婚相談所運営協議会主催

　“ふれあいパーティー”
       　　　参加者募集

1/24
（土）

◆場　所　石岡市国民宿舎「つくばね」
　　　　　石岡市役所 石岡本庁舎前集合
◆時　間　午前 10時集合
◆対象者　40歳までの独身の方
　　　　　かすみがうら市在住の男女各 6人
　　　　　を募集。全体では男女各 20人。
◆参加費　男性＝ 3,000 円、女性＝ 2,000 円
◆受付開始日　平成 21 年 1月 5日（月）受付
　　　　　開始（定員になり次第締め切り）
申 問 石岡地方結婚相談所運営協議会　事務局
　　  石岡市役所生活環境部市民生活課
　  　☎ 0299-23-1111（内線128）
　　   ※申込用紙は、かすみがうら市農業委員

会にも用意してあります。

イチゴ狩り！！

生
徒
募
集

県
立
石
岡
一
高
定
時
制
成
人
特
例
入
学

◆
応
募
資
格
＝
県
内
に
居
住
ま
た
は

勤
務
し
て
い
る
方
で
、
中
学
校
ま
た

は
こ
れ
に
準
ず
る
学
校
を
卒
業
し
て

い
る
方
。
平
成
21
年
４
月
１
日
現
在

で
満
20
歳
以
上
の
方
。

◆
受
付
期
間
＝
平
成
21
年
２
月
２
日

（
月
）
〜
４
日
（
水
）

問
県
立
石
岡
一
高
定
時
制

　

☎
０
２
９
９
（
２
２
）
４
１
３
５

県
立
水
戸
南
高
校
通
信
制
課
程

◆
受
付
期
間
＝
一
般
入
学
：
平
成
21

年
３
月
12
日（
木
）〜
３
月
25
日（
水
）

／
編
・
転
入
学
：
平
成
21
年
２
月
16

日
（
月
）
〜
２
月
20
日
（
金
）

問
県
立
水
戸
南
高
等
学
校

　

水
戸
市
白
梅
２
‐
10
‐
10

　

☎
０
２
９
（
２
４
７
）
４
２
８
４

県
立
土
浦
産
業
技
術
専
門
学
院（
追
加
）

◆
応
募
資
格
＝
高
校
ま
た
は
中
等
教

育
学
校
を
卒
業
し
た
者（
見
込
み
含
）

◆
受
付
期
間
＝
平
成
21
年
１
月
13
日

（
火
）
ま
で

問
県
立
土
浦
産
業
技
術
専
門
学
院

　

☎
０
２
９
（
８
４
１
）
３
５
５
１

有料広告欄有料広告欄



かすみがうら市役所
　☎0299(59)2111
　☎029(897)1111
　FAX 0299(59)2130
※ 電話はどちらにおかけに
なっても庁舎間を内線電
話で転送いたします。

かすみがうら市福祉事務所
　FAX 0299(59)2186

中央出張所
　☎029(831)6399

宍倉出張所
　☎029(832)3696

あじさい館
　☎029(897)0511

やまゆり館
　☎029-832-5601

保健センター（霞ヶ浦保健センター）
※保健行事の予約はこちら
　☎029(898)2312

教育委員会（美並地区公民館）
　☎029(898)2016

水道課（浄水場）
　☎029(897)1346

消防  ＝消防本部総務課
生涯  ＝生涯学習課
保セ  ＝健康増進課
郷土  ＝郷土資料館
　　　☎029(896)0017
社福  ＝社会福祉課
子福  ＝子ども福祉課
図書  ＝図書館
農委  ＝農業委員会事務局
社協  ＝社会福祉協議会
　　　☎0299(59)5509
雪入  ＝雪入ふれあいの里公園
　　　☎0299(59)7000
千公  ＝千代田公民館
　　　☎0299(59)5252

主な 官公署 ☎

カレンダー内の表示･☎

木 thu 金 fri 土 sat

保セ  にこにこ教室　（要予約）
　　10:00～　千代田保健センター

 8  9

 2  3

図書  石のスープの会の「お話会」
　　  14:00～　市立図書館
雪入  バードウォッチング①
　　　　9:00～　
　　　雪入ふれあいの里公園

10

社福  法律相談（要予約）
　     13:00～働く女性の家
　　  ※予約は1 /5～

15 16
保セ  家族一緒のマタニティ教室
　　9:30～ 千代田保健センター
　　　　　　　　（要予約）

17

社福  法律相談（要予約）
　     13:00～あじさい館
　　  ※予約は1 /5～
保セ  にこにこ教室　（要予約）
　　10:00～　千代田保健センター

22
保セ  めだか教室　
　　13:00 ～ 霞ヶ浦保健センター
　　（H18年12月、H19年１月生）

23
雪入  春の七草を摘んで食べよう
　　　　9:00～　
　　　雪入ふれあいの里公園

24 【霞】C Dプラ・ダン・新聞

29

かすみがうら市ホームページアドレス　http://www.city.kasumigaura.ibaraki.jp/

【霞】C D ペット・雑誌・古布

【霞】C Dプラ・ダン・新聞

【千】A プラ・ダン・新聞
　   B可燃
【霞】C D可燃

【千】A 不燃・カン
　   B 可燃
【霞】C D可燃

【千】A プラ・ダン・新聞
　   B 可燃
【霞】C D可燃

【千】A 可燃
　   B プラ・ダン・新聞
【霞】C D粗大ごみ

【千】A 可燃
　   B不燃･カン

【千】A 可燃
　   B 不燃・カン
【霞】C Dその他ビン

【千】A 可燃
　   B プラ・ダン・新聞
【霞】C D無色ビン

日 sun 月 mon 火 tue 水 wed

1月 January.2009　おしらせカレンダー　

 7 6 5
郷土  古文書講座⑦（全10回）
　　  13:30～　郷土資料館

 4

保セ  １歳6ヶ月児健診　
　　　13:00～ 霞ヶ浦保健センター
　　　（H19年6月生）
社協  心配ごと相談  13:30～
　　　※働く女性の家

1413
成人の日

12
消防  出初式
　　  9:30～  多目的運動広場
生涯  成人式
　　  12:00～受付
　　  13:00～式典
　　  千代田公民館　講堂

11

21
千公  読み聞かせ会　
　　  大塚児童館 16:00～
保セ  3歳児健診　
　　 13:00～霞ヶ浦保健センター
　　  （H17年9生）

20
保セ  こころの相談　
　　　（要予約）13:30～
　　　霞ヶ浦保健センター

19
郷土  霞ヶ浦学講座③（全５回）
　　  13:30～　郷土資料館

18

社協  心配ごと相談  13:30～
　　　※あじさい館

28
子福  療育相談（要予約）
　　  15:00～17:00
　　  ※やまゆり保育所
保セ  ４ヶ月児健診　
　　　13:00～ 千代田保健センター
　　　（H20年9月生）

27
農委  農地相談（予定･要予約）
　　  9:00～ 11:00
　　  農業委員会総会14:00～
保セ  定例健康相談
9:00～、12:00～霞ヶ浦保健センター
子福  療育相談（要予約）
15:00～17:00 ※第一保育所

26
郷土  史跡学習会（下土田地区）
　　 13:00～
　　　古

こ う だ

宇田農苑駐車場集合

25

睦月

平成
21 年

【千】B 粗大ごみ
【霞】C D不燃･カン

【千】A  B ペット・雑誌・古布
【霞】C D不燃･カン

【千】A  B ペット・雑誌・古布
【霞】C D不燃･カン

【千】A  粗大ごみ
【霞】C D不燃･カン

【千】A 茶色ビン
　   B 可燃
【霞】D可燃

【千】A その他ビン
　　B可燃
【霞】D可燃

【千】A 無色ビン
　   B 可燃
【霞】D可燃

【千】A 茶色ビン
　   B 可燃
【霞】D可燃

【千】A 可燃
　   B 茶色ビン
【霞】C可燃

【千】A 可燃
　   B その他ビン
【霞】C可燃

【千】A 可燃
　   B 無色ビン
【霞】C可燃

【千】A 可燃
　   B 茶色ビン
【霞】C可燃

 1今月の納付納入期限 2 月 2 日
国民健康保険税　第８期分
後期高齢者医療保険料　第 7 期分
保育料１月分・上下水道料１月分

※    県緊急医療情報システムは、以下のＨＰアドレス　
　www.qq.pref.ibaraki.jp/　でもご覧になれます。

1月　夜間緊急診療所【内科・小児科】
緊急診療所 (石岡市医師会病院内 ) ☎ 0299-23-3515
受付時間　19:00～ 22:30
診療日　　1,2,3,4,10,11,12,17,18,24,25日

1月　休日緊急診療所　（受付時間　9:00～ 11:30／ 13:00～ 15:30）
【外科】
1日
2日
3日
4日
11日
12日
18日
25日
【歯科】
1日
2日
3日

斉藤病院
石岡循環器科脳神経外科病院
石岡市医師会病院
友部整形外科
関クリニック
田中クリニック
滝田整形外科
府中クリニック

みやざき歯科医院
深谷歯科医院
ひかり歯科医院

☎0299-26-2131
☎ 0299-58-5211
☎ 0299-22-4321
☎ 0299-26-2339
☎ 0299-23-8300
☎ 0299-23-2288
☎ 0299-23-2071
☎ 0299-22-2146

☎ 029-898-3636
☎ 029-898-3738
☎ 029-833-1060

1月　輪番制病院　（土浦･阿見地域病院群輪番制病院）
【土浦協同病院】☎029-823-3111
受付時間　18:00～翌8:00
診療日　1,3,5,8,10,12,15,17,19,22,24,26,28,30日
【東京医大霞ヶ浦病院】☎029-887-1161
受付時間　18:00～翌8:00
診療日　2,4,7,9,11,14,16,18,21,23,25,27,29,31日
【霞ヶ浦医療センター】☎029-822-5050
受付時間　18:00～翌8:00　　
診療日　6,13,20日

※その他の《休日・夜間診療の医療機関》をお探しの方は･･･
茨城県救急医療情報コントロールセンター　☎ 029-241-4199
市消防本部・西消防署　　　　　　☎0299-59-5111
　　　　　　東消防署　　　　　　☎029-897-0119

休
日
診
療
所

（
石
岡
地
区
）

輪
番
制
病
院

（
土
浦
地
区
）

【内科・小児科】
緊急診療所 (石岡市医師会病院内 )
　　☎0299-23-3515
診療日　　1,2,3,4,11,12,18,25日

30
【千】A 不燃･カン
　   B 可燃
　　C D可燃

社福  浅野史郎氏の人権講演会
　　　 12:30～  多目的会館
　　   「21世紀の障害者福祉・

地域福祉を考える」
　　   ※オープニングフェスティバル
　　　　：下稲吉中学校吹奏楽部

31

※保健行事の詳細は健康カレンダーをご覧ください。
 　その他の各行事の詳細は、担当課へお問合せください。

  ごみカレンダー、病院･診療所
の情報は市のホームページの
他にモバイル版（携帯電話か
ら接続）でも
ご覧いただけ
ます。モバイ
ル版ＵＲＬは
以下のアドレ
スまたはQR
コードから
http://www.city.kasumi
gaura.ibaraki.jp/mobile/

※ごみの収集　＝　環境保全課
　環境クリーンセンター　☎0299-59-4649

A ＝志筑･新治･稲吉 1～5 丁目･
　　稲吉東 1～6 丁目･角来
B ＝七会･千代田ハウス～大塚団地～
 　　逆西11区周辺･稲吉南 1～3 丁目
C＝美並･佐賀･安飾地区
D ＝下大津･牛渡･志士庫地区

ごみ収集地区一覧 ごみの表記
●プラ・ダン・新聞
＝ プラスチック・
　ダンボール・新聞
●ペット・雑誌・古布
＝ ペットボトル・
　雑誌・古布

１月１０日は「１１０番の日」です。
１１０番通報は、警察への緊急手段です。事件・事
故発生時には、通報時間が短いほど犯人の検挙率が
高くなります。被害にあった場合や事件・事故を目
撃した場合は、ためらうことなく通報しましょう。
街頭キャンペーン：平成２１年１月８日（木）午後
４時から午後５時まで／カドヤ土浦真鍋店駐車場
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シリーズ裁判員制度④戸
籍
の
ま
ど
ー
11
月
１
日
〜
30
日

　
　

  　

届
出
分(

敬
称
略)

ー

　

(

申
請
に
よ
り
掲
載
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。) 裁判員制度の詳細がホームページでご覧になれます。

ＨＰ http://www.saibanin.courts.go.jp/ 　　携帯用 ＨＰ http://www.saibanin.courts.go.jp/k/

　　　 通常は裁判の６週間前までには通知をします。

裁判員候補者名簿に載り、名簿記載通知が送られてきた方のうち、
裁判員になることができない職業の方などを除いては、原則とし
て期日の 6週間前までに、また、審理の期間が通常よりも長くか
かると考えられる事件については、8週間程度前までにはお知ら
せする予定です。また、このお知らせには、裁判員に選ばれた場
合にいつからどの程度の期間務めていただくか（職務従事予定期

間）を記載します。　　　（裁判員の辞退については次回紹介）

A

裁判員制度が平成21年5月から始まります！

定
額
給
付
金
�
給
付
�

�
�
�
�
�

�
振
�
込
�
詐�

�欺
��

�
個
人
情
報
�
詐�

�

�取
��

�
注
意
�
�
�
�
�

こ
ん
な
依
頼
は
あ
り
ま
せ
ん
！

◎ 

市
や
総
務
省
な
ど
が
Ａ
Ｔ
Ｍ
（
銀
行
・

コ
ン
ビ
ニ
な
ど
の
現
金
自
動
預
払
機
）

の
操
作
を
お
願
い
す
る
こ
と
は
、
絶
対

に
あ
り
ま
せ
ん
。

◎ 

Ａ
Ｔ
Ｍ
を
自
分
で
操
作
し
て
、
他
人
か

ら
お
金
を
振
り
込
ん
で
も
ら
う
こ
と
は

絶
対
に
で
き
ま
せ
ん
。

◎ 

市
や
総
務
省
な
ど
が
、「
定
額
給
付
金
」

の
給
付
の
た
め
に
、
手
数
料
な
ど
の
振

り
込
み
を
求
め
る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り

ま
せ
ん
。

問
・
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー 

☎
内
線
２
５
２
７

　
　

 （
平
日
の
月
・
水
・
金
曜
日
午
前
９
時
〜

正
午
、
午
後
１
時
〜
午
後
４
時
）

　

・
土
浦
警
察
署 

☎
０
２
９
（
８
２
１
）
０
１
１
０

11月号の訂正とお詫び

ｐ．18の「公共施設の年末年始
休館・休園のお知らせ」

誤： 12月27日（土）～１月４日（日）
市立各保育所

正： 12月27日（土）は、通常ど
おり第一・やまゆり・さくら・
わかぐり保育所で、午前８時
半から午後０時半まで開所し
ます。

　　「定額給付金」は、

　まだ住民への給付を

行う段階ではないはず…

　怪しいと思う連絡には

　　気をつけましょう！

有料広告欄有料広告欄

戸籍のまどでは、新生児と亡くなられた方の

氏名・大字などを掲載していますが、不正使

用や目的外使用防止の観点から、ホームペー

ジ上での掲載はいたしませんのでご了承く

ださい。
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第９回

⑨

1 月

市
長
随
想

市役所ではどのような環境保全に

取り組んでいますか？

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
市
役
所
各
課
に
寄
せ
ら
れ
た
皆
さ
ま
か
ら
の

質
問
や
提
言
に
対
し
て
法
律
や
市
の
制
度
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

広報かすみがうら 16

「
行
政
の
環
境
保
全
活
動
」

　

ま
つ
り
ご
と 

か
つ
て
、
幕
府
や
大
名
な
ど
が
国
や
民

を
治
め
る
こ
と
を
、「
ま
つ
り
ご
と
」
と

呼
ん
で
い
た
。
古
代
か
ら
国
を
治
め
る
者

の
重
要
な
役
割
は
、
神
を
ま
つ
り
、
神
の

意
志
を
伺
う
こ
と
だ
っ
た
。
災
い
が
起
こ

れ
ば
祈き
と
う祷
し
て
神
の
怒
り
を
鎮
め
、
慶
び

転
じ
れ
ば
、
感
謝
の
祈
り
を
捧
げ
、
末
永

い
平
安
を
願
う
も
の
だ
っ
た
。
わ
が
国
の

家
庭
で
は
神
棚
が
あ
り
、
庭
の
片
隅
に
は

氏
神
様
、
集
落
・
地
域
に
は
守
り
神
の
神

社
が
あ
り
、
家
内
安
全
や
泰
平
を
願
っ
て
、

信
仰
に
関
係
な
く
「
感
謝
す
る
」「
祈
る
」

心
を
持
ち
続
け
て
き
た
。

今
年
は
、
か
す
み
が
う
ら
市
も
例
年

に
な
く
祭
り
に
盛
り
上
が
っ
た
年
に
な
っ

た
。
夏
に
は
恒
例
の
あ
ゆ
み
祭
り
が
開

か
れ
た
。
漁
業
者
の
安
全
や
地
域
の
平
安

を
願
っ
て
始
ま
っ
た
歩
崎
観
音
の
祭
り
が

原
点
と
伺
っ
て
い
る
。
ま
た
、
県
内
で
は

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
祭
り
と
し
て
定
着
し
て

い
る
か
す
み
が
う
ら
祭
も
、
歌
手
の
八
代

亜
紀
さ
ん
人
気
も
あ
り
、
市
内
外
か
ら
約

６
万
人
の
人
出
の
盛
況
を
み
せ
た
。
市
民

団
体
、
文
化
団
体
、
経
済
団
体
総
出
に
よ

り
、
出
店
や
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
て
い
た

だ
い
た
。

さ
ら
に
、
特
筆
す
べ
き
こ
と
は
、
第

23
回
国
民
文
化
祭
が
本
県
で
開
催
さ
れ
、

県
内
各
地
で
文
化
行
事
、
催
し
が
行
わ
れ

た
が
、
本
市
で
は
霞
ヶ
浦
を
テ
ー
マ
に
帆

引
き
船
の
操
業
や
特
別
展
示
な
ど
で
参
加

を
し
、
皇
太
子
殿
下
に
も
ご
来
臨
を
い
た

だ
く
と
共
に
、
最
終
日
に
は
生
涯
学
習
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
と
併
せ
て
盛
り
上
が
り
を

み
せ
、
大
き
な
感
動
を
残
し
て
く
れ
た
と

思
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
現
代
の
市
民
ま
つ
り
は
、

神
に
祈
る
ま
つ
り
で
は
な
く
、
市
民
が
交

流
を
深
め
、
歴
史
に
思
い
を
は
せ
、
地
域

の
恵
み
に
感
謝
し
、
心
を
一
つ
に
し
て
地

域
の
発
展
を
願
う
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
。
古

代
の
ま
つ
り
ご
と
に
も
通
じ
る
と
思
う
。

激
動
の
時
代
で
あ
る
が
、「
不
満
」
に
心

を
奪
わ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
市
民
協
働

で
新
し
い
夢
を
創
造
し
て
い
き
た
い
と
願

う
。

市内で環境測定を行なっているほか、かす

みがうら市役所では、電気の使用を中心に

温室効果ガスの排出量を削減しています。
A
Q

市長 坪井 透

環境保全に関する問い合わせは　環境保全課　☎内線 2512・2514

日 時 内 容 場 所 対 象 予約受付

1月 16日（金）
10:00 ～ 11:30

《ママとちょっとだけヨガ！》
　・ 持参品…飲み物・バスタオル

やまゆり
保育所

1歳～就学前児とそ
の保護者。
育児に関する相談も
お受けしています。

1月 7日（水）
    午前 9時～

1月 20日（火）
10:00 ～ 11:30

《児童館であそぼう！》
　・ 持参品…飲み物

大塚児童館
1月 13日（火）
    午前 9時～

★ 親子で自由に遊ぶことができるのが子育てサロンです。
☆砂場・ロディオ・三輪車などで外遊びもできます。
【子育てサロン開館日】　毎週月～金曜日
9:30 ～ 11:30 ／ 14:00 ～ 16:30（祝祭日は休館）

やまゆり館
0歳～ 3歳児と
その保護者

予約不要 

楽しい遊びの場・仲間づくりの場・相談の場としてご利用ください。

申込＆問い合わせ先　　やまゆり館　☎ 029-832-5601

子
育
て
サ
ロ
ン

　市関連機関では、平成 18年度に「かすみがうら
市温暖化対策実行計画」を策定し、平成 19年度か
ら温室効果ガスの排出量を削減するために職員一人
一人が、昼休みや時間外の電気の消灯など、電気の
使用を意識的に行なっています。これは、市関連機
関の温室効果ガスの原因の 7割が電気の使用にあ
ることから行なっているもので、平成 19年度の温
室効果ガスの排出量は、（4,304.1 ｔ－ＣＯ 2）と
なり、平成 18年度と比較すると、1.8％の削減と
なりました。
　今後の取り組みとして、ガソリンなどの使用を削
減するため、アイドリングストップ、エコドライブ
（急発進・急加速をしない）をより心がけて運転す
るよう取り組んでいきます。

調査項目 調査個所 調査回数 測定について

河　川 ９河川 年２回

代表河川（恋瀬川・菱木川・一ノ瀬川）のＢＯＤについては、２ｍｇ／ｌの基準が
ありますが、基準値を超過した個所はありません。また、測定については、天候に
も影響されることから、継続的な調査をします。（※ＢＯＤは、最も一般的な水質
指標のひとつで、超過すればするほど、水質は悪くなる）

事業所 ２２カ所 年２回

基本的に法令や条例の排水基準を適用していますが、協定を締結している工場につ
いては、上乗せの排水基準を設け、事業所ごとに排水基準が異なります。なお、８
カ所について排水基準に適合していなかったため、改善要請するとともに改善計画
書を提出させ、県と合同で指導をしています。

ｺﾞﾙﾌ場 ５カ所 年２回 基準値を超過した個所はありません。

土　壌 ９カ所 年１回
土壌環境基準に適合していない１カ所については、自然的由来が考えられるため、
今後付近を含め調査をします。

地下水 ２９カ所 年２回
水道水質基準に適合していない場合は、飲料に適していないとの指導をしており、
継続的な調査をします。

　市では、市内の河川水質、地下水、事業所排水、ゴ
ルフ場排水、土壌の環境を測定しています。

温室効果ガス削減

再生資源有効利用

循環型社会に向け、平成 19年度から職員一人一
人が、庁舎・出張所・福祉センターなどから発生す
る廃棄物のうち資源として有効利用できるものを分
別し、再資源化・リサイクルに取り組んでいます。

4月　5月　6月　7月　8月　9月　10月

ダンボール

新聞紙

ざつ紙

コピー用紙

（㎏）
2,500

2,000

1,500

1,000

500

0

平成20年度市役所内の
再資源有効利用の資源化量

水質環境保全 (H19年度概要）

CO2

A重油
268.4t（6.2％）

灯油
233.3t（5.4％）

ガソリン
217.9t（5.1％）

液化石油ガス
145.2t（3.4％）

軽油
98.4t（2.3％） メタン・一酸

化二窒素ほか
28.2t（0.6％）

平成19年度市関連機関の
温室効果ガス排出量と構成比

電気の使用
3,312.7t（77.0％）

※ 市関連機関は、庁舎・出張所などの出先機関・福
祉センター・公民館・学校などを含みます。

該当児童のいるひとり親家庭（母子家庭、父子

家庭）で祝品を希望される保護者の方は、お子

さんの住所、氏名、性別、生年月日、保護者名

を1月30日（金）までに子ども福祉課（☎内

線1172）へ、申し込みください。

問茨城県母子寡婦福祉連合会　☎029-221-7505

ひとり親家庭のお子さんに（社）茨城県母子寡婦福祉連合会から、
入学祝品（ノート、えんぴつなど）が贈呈されます

※ 資源はダンボールや新聞紙、またはトイレットペ
ーパーなどに再利用されます。
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KSC エンジョイスポーツクラブ
　申 問高田　☎ 090-2420-7846

1エンジョイスポーツデー
　（バドミントン・ピンポンなど）
　18日【日】9：00～ 12：00
　体育センター
2ソフトバレーボール体験
　毎週火曜日（13日を除く）20：00～ 22：00
　体育センター
3グラウンドゴルフ体験
　毎週火曜日（13日を除く）9：00 ～ 11：30
　あじさい館コミュニティ広場
4弓道体験
　毎週木曜日（1日を除く）13：30 ～ 17：00
　17：00 ～ 19：00（要事前申込）
　多目的運動広場弓道場
5リフレッシュ体操教室
　 9 日【金】、23 日【金】14：00 ～ 15：00
　あじさい館（講座室）

み
ん
な
で
ス
ポ
ー
ツ

KSC なかよしスポーツクラブ
　申 問大和　☎ 090-2417-8502

1スポーツ広場（バドミントン・ピンポンなど）
　毎週日曜日 9：00 ～ 12：00
　千代田 B＆ G海洋センター体育館
2なかよし硬式テニス体験
　毎週日曜日 9：00 ～ 11：00
　第 1常陸野公園テニスコート
3なかよしピンポン体験
　毎週土曜日 12：30 ～ 17：00
　毎週木曜日 19：00 ～ 22：00（ピンポンのみ）
　千代田B＆ G海洋センター体育館
4なかよし太極拳体験
　毎週水曜日（7日を除く）19：30 ～ 21：00
　プルミエールひたち野 2号館
5ファミリーフットサル（小学生以下とその保護者）
　毎週日曜日 15：00 ～ 18：00
　わかぐり運動公園（スパイクシューズ使用不可）
6健康体操
　9日【金】10：00 ～ 11：30
　23 日【金】10：00 ～ 11：30
　働く女性の家
7楽しく踊ろう！！ よさこいソーラン
　9日【金】19：30 ～ 21：00
　16 日【金】13：30 ～ 15：00
　勤労青少年ホーム

1月

ー参加費ー
（保険料含）
各日200円
中学生以下100円
●会員無料
※ スペシャルイベント
　を除く

※ 都合により日程が変更になる場合があります
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新刊図書案内

【一般書】「別冊図書館戦争２」「寂
じゃくちょう

聴と読む源氏物語」「ア

イスクリン強し」「ガリレオの苦悩」「子育てでいちば

ん大切なこと」「体温力」「チーム」「東
とうてん

天の獅子」ほか

【児童書】「十
じゅう に し

二支のはやくちことばえほん」「オリビア

クリスマスのおてつだい」「ありのフェルダ」ほか

デブでズボラがエベレストに登れ
た理由（三浦雄一郎）
身長164㎝、体重86㎏の面倒く
さがり屋。エベレスト登頂は、肥
満と糖尿病との闘いだった。著者
の健康法と生き方を紹介し、高齢
化社会を元気に生き抜く知恵を提
示する。

≪市立図書館千代田分館≫≪市立図書館本館≫

★★★借りたい本や資料を携帯やパソコンから検索できます★★★
借りたい本が貸し出し中だった場合は、検索した画面から予約することができます。
＜HP＞　市HP下段の「かすみがうら市立図書館」を開き、「図書検索」画面から
　　　　　ご覧になれます。　　　 ▼ ▼ ▼携帯の場合は、こちらのバーコードから→

【一般書】「西行  その歌その生涯」「耳をふさいで夜を

走る」「植物の漢字語源辞典」「一流料理長の和食宝
ほうてん

典」

「環境問題の本質」「ペンギンの歩く街」ほか

【児童書】「カボちゃんのはっぴょうかい（おはなしパレ

ード）」「ずっと、そこにいるよ」ほか

ギフト（日
たちもり

明恩
めぐみ

）
その世界に目が留まった理由は、
こぼれ落ちる涙をぬぐおうとも
せずに立ちつくしていたからだ。
ホラー映画の並ぶ棚の前で･･･。
「死者」が見える少年と心に傷を
負った元刑事が、死者たちの謎
を解き明かす。 双葉社（刊）マガジンハウス（刊）

第9回富里市小学生ハンドボール大会
〔11月 1・2日　千葉県富里市
富里社会体育館〕
成績：【男子の部】
優勝：新治クラブ（大会三連覇）

図 書
検 索

インターネット

優　勝＝㊝
準優勝＝②
第 3 位＝③

　

証
明
書
は
、
保
険
料
を
納

付
し
た
日
に
よ
り
、
11
月
に

送
付
す
る
方
と
、
翌
年
２
月

に
送
付
す
る
方
が
い
ま
す
。

﹇
11
月
に
送
付
す
る
方
﹈

　

平
成
20
年
１
月
１
日
か
ら

９
月
30
日
の
間
に
納
付
さ
れ

た
方
が
対
象
で
す
。

﹇
翌
年
２
月
に
送
付
す
る
方
﹈

　

国
民
年
金
に
加
入
さ
れ
た

ば
か
り
の
方
な
ど
、
平
成
20

年
10
月
１
日
か
ら
平
成
20
年

12
月
31
日
ま
で
に
納
付
さ
れ

た
方
が
対
象
で
す
。

国
民
年
金
ニ
ュ
ー
ス

今
月
の
テ
ー
マ

「
社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）

　
　
　
　
　

控
除
証
明
書
を
お
届
け
し
ま
す
」

【
受
付
】平
成
21
年
３
月
13
日（
金
）ま
で

　
　

  

平
日
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

★
控
除
証
明
書
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０
（
０
７
０
）
１
１
７

Ｉ
Ｐ
電
話（
ひ
か
り
電
話
な
ど
）か
ら

☎
０
３
（
６
７
４
８
）
８
８
８
２

税の控除に

利用できま
すので

大切に保管
して

おきましょ
う！

県新人戦ハンドボール大会
〔11月 1日　常総運動公園体育館〕
成績：【男子の部】　優勝：千代田中学校
春の全国中学校ハンドボール大会への出場権を獲得しました。

生涯学習課からのお知らせ
（問内線3023）

あじさい館ホール展示ケース
の展示スケジュール

◆1月6日（火）～  2月1日（日）

　 茨城県立土浦養護学校児童生徒作品によ

る「心をつなぐ作品展」

◆2月3日（火）～3月1日（日）

　 出島写真クラブ、フォト霞ヶ浦による写

真展

◆3月3日（火）～4月5日（日）

　 アーティフィシャルフラワーアレンジメ

ント作品展　および

　平成19年度市内遺跡発掘調査報告展

※ あじさい館休館日：毎週月曜日（月曜日が祝日
のときはその翌日）

第4回かすみがうら市長杯少年剣道大会
〔11月 16日　千代田中学校体育館〕
成績：【小学生の部】㊝建武館（土浦市）②石岡東剣友会A（石岡市）③
逆西少年剣友会A、運武館A
【中学男子の部】㊝茗渓学園中（つくば市）②美浦中（美浦村）③麻生中
（行方市）、佐野中（ひたちなか市）
【女子の部】㊝茗渓学園中（つくば市）②戸頭中（取手市）③取手第 1中
（取手市）、佐野中（ひたちなか市）

8ウオーキング（小学生以上70歳代まで）
　25 日【日】8：30 集合
　霞ヶ浦総合公園駐車場（テニスコート前）
　参加費：200 円　締め切り日：1月15日（木）

社会保険料控除証明書とは･･･

❖ 国民年金保険料の１年間の納付額（納付見込

額）を証明する書類です。

❖年末調整・確定申告に添付します。

❖ 国民年金保険料は、全額が社会保険料控除（非

課税）の対象になります。

❖ 世帯主が、大学生の子どもの国民年金保険料

を納付した場合なども、世帯主の申告で控除の

対象になります。
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教育委員会
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ふ
る
さ
と
の
地
名
編

広報誌持参の方は資料館入館無料！！郷土資 料館

短
歌

俳
句

双
子
の
１
人
が
眠
る
古
墳
伝
説

か
す
み
が
う
ら
市
中
央
部
に
「
新

治
」
が
あ
り
ま
す
。「
新
治
」
は
、

中
世
文
書
を
み
る
と
戦
国
期
ま
で

「
荒あ

ら
は
り張

」と
称
さ
れ
て
い
ま
し
た
。「
天

の
川
」
も
「
荒
張
川
」
で
し
た
。
そ

れ
が
、
近
世
江
戸
期
に
入
る
と
「
新

治
」
と
改
称
さ
れ
ま
し
た
。

新
治
地
区
二
子
塚
に
は
、
円
墳

４
基
か
ら
な
る
愛あ

た
ご
や
ま

宕
山
古
墳
群
が
あ

り
ま
す
。
１
号
墳
は
、
別
名
二
子
塚

古
墳
と
よ
ば
れ
、
こ
の
古
墳
の
名

称
を
と
っ
て
地
区
名
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
墳
丘
上
に
は
、神
社
が
祀
ら
れ
、

小し
ょ
う
し祠
内
部
に
は
木
製
の
男
根
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
神
社
は
、
子
安
様
と

呼
ば
れ
て
お
り
、
特
に
子
供
が
授
か

ら
な
い
方
が
お
参
り
を
し
て
、
こ
こ

の
男
根
を
持
ち
帰
り
枕
元
に
置
く
風

習
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
子
宝
に

恵
ま
れ
た
際
に
男
根
を
倍
に
し
て
奉

納
す
る
と
い
わ
れ
ま
す
。現
在
で
も
、

噂
を
聞
い
た
方
々
が
近
郷
近
在
か
ら

参
拝
に
来
て
い
ま
す
。
10
月
の
第
３

日
曜
日
に
は
祭
礼
が
あ
り
、
き
ん
ぴ

ら
・
里
芋
の
煮
物
、
ま
た
、
そ
の
祭

礼
で
集
ま
っ
た
お
賽さ

い
せ
ん銭
を
子
ど
も
た

ち
に
分
配
し
て
い
ま
す
。

古
墳
名
に
も
な
っ
た
二
子
塚
と

い
う
名
称
に
は
、
次
の
伝
説
が
あ
り

ま
す
。
八
幡
太
郎
と
そ
の
后

き
さ
きが
奥
州

征
伐
で
こ
こ
を
通
っ
た
際
、
后
が
産

気
づ
い
た
と
さ
れ
ま
す
。
そ
こ
で
双

子
が
誕
生
し
、
一
人
が
亡
く
な
っ
て

葬
ら
れ
た
の
が
二
子
塚
古
墳
と
い
う

こ
と
で
す
。
実
際
は
、
古
墳
時
代

の
墓
で
す
の
で
、
伝
説
の
時
代
と
は

数
百
年
の
誤
差
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら

に
、
二
子
塚
古
墳
は
円
墳
と
登
録
さ

れ
て
い
ま
す
が
当
初
は
、
二
子
塚
の

名
称
が
示
す
よ
う
に
、
２
つ
の
塚
、

つ
ま
り
前
方
後
円
墳
で
あ
っ
た
可
能

性
を
秘
め
て
い
ま
す
。

新
治

�

二�

�

�

�

�

子
塚

豆
柿
の
鈴
生
り
天
の
よ
ろ
こ
べ
り 

萩
原
初
枝 （
上
土
田
）

滝
音
を
山
へ
返
し
て
返
り
花 

大
塚
隼
人 （
新　

治
）

枯か
れ
あ
し芦

や
湖う

み

に
広
が
る
帆
引
き
舟 

桜
井
筑ち

く
が
え
る蛙 （

中
志
筑
）

立
冬
の
夕
日
し
づ
か
に
か
が
や
け
り 

榊
原
清
志 （
稲　

吉
）

日
の
光
た
っ
ぷ
り
纏ま
と
ひ
り
ん
ご
熟う

る 

石
塚
文
子（
牛
渡
上
郷
）

岩
を
打
つ
音
ざ
わ
め
き
て
冬
の
滝 

小
松
崎
正
栄（
戸　

崎
）

晩
秋
を
彩
い
ろ
どる
滝
の
水
豊
か 

車
田
き
み（
大
和
田
）

小
春
日
の
チ
ャ
ペ
ル
に
誓
う
ふ
た
り
美は

し 

松
葉
ふ
み （
内
加
茂
）

鳴
き
龍
に
拍ひ
ょ
う
し
ぎ

子
木
ひ
び
く
秋
の
空 

い
い
だ
い
さ
お （
上
稲
吉
）

墳丘上の子安様

豊かな心・豊かな学び
育成ネットワーク

～明日を担う子どもたちにより良く生きる力を～

問学校教育課　内線☎2400

　

社
会
は
国
際
化
、
情
報
化
、

科
学
技
術
の
発
展
な
ど
、
変
化

が
激
し
く
、
子
ど
も
た
ち
を
取

り
巻
く
環
境
も
さ
ま
ざ
ま
な
問

題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
明

日
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
は

「
よ
り
よ
く
生
き
る
力
」
を
身

に
つ
け
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

「
よ
り
よ
く
生
き
る
力
」は
、「
自

分
ら
し
く
生
き
る
」自
立
と「
人

と
の
関
わ
り
の
中
で
、
程
良
い

人
間
関
係
を
築
く
」
共
生
を
根

幹
と
し
て
、
確
か
な
学
力
、
豊

か
な
人
間
性
、
健
や
か
な
体
を

バ
ラ
ン
ス
よ
く
育
む
こ
と
が
大

切
で
す
。

　

か
す
み
が
う
ら
市
で
は
、「
自

立
し
共
生
す
る
力
と
豊
か
な
心

を
育
む
学
校
教
育
の
実
現
」
を

目
指
し
、「
集
団
で
学
ぶ
こ
と

の
よ
さ
を
生
か
す
こ
と
」
を
さ

ま
ざ
ま
な
教
育
活
動
に
お
い
て

重
視
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
家

庭
・
地
域
と
連
携
・
協
力
し
な

が
ら
学
び
を
豊
か
に
す
る
教
育

環
境
の
整
備
に
努
め
、「
近
隣

複
数
校
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」・「
か

す
み
が
う
ら
共
育
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」
か
ら
な
る
『
豊
か
な
心
・

豊
か
な
学
び
育
成
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
』
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
ま

す
。

 市内 4 中学校区をそれぞれ 1つの
エリアとして、通学区の異なる小中
学校からなるネットワークづくりを
進めています。

▲近隣小中学校の
授業研究会

▼地域ボランティアに
よる土器の野焼き教室

い
つ
も
来
る
暑
中
見
舞
の
と
ど
か
ざ
り
辿た

ど
り
て
は
湧
く
巡
る
月
日
よ 

中
島
良
平 （
稲
吉
東
）

水
色
の
自
転
車
走
ら
す
七
歳
児
木も

く
せ
い犀
匂
う
今
日
誕
生
日 

中
根
美
子（
下
土
田
）

故ふ
る
さ
と郷
の
子
や
孫
た
ち
も
訪
れ
て
輪
に
な
り
踊
る
施
設
の
夕
べ 

橋
本
と
し（
粟　

田
）

閘か
う
も
ん門を
小
舟
一
艘
く
ぐ
り
ゆ
く
西に

し
ひ陽
の
中
を
水み

を●
の
顕た

ち
く
る 

的
場
登と

し

こ
志
子 （
上
土
田
）

追
憶
に
こ
こ
ろ
委
ね
る
独
り
居
の
玻は

り

ど
璃
戸
を
叩
き
通
り
雨
過
ぐ 

小
貫
弘
子（
牛　

渡
）

那
珂
川
の
清さ
や

け
き
流
れ
ふ
た
と
こ
ろ
渦
ま
く
水
面
は
魚う
お

遊
び
い
る
ら
む 

小
室
貞
江 （
西
成
井
）

墓
石
に
向
ひ
教
へ
を
乞
ふ
吾
に
亡ち

ち父
の
声
か
や
ひ
ぐ
ら
し
の
鳴
く 

小
室
和
則（
西
成
井
）

古こ

き稀
す
ぎ
て
鍬く
わ
持
つ
我
の
生な
り
わ
い業
を
羨
う
ら
やま
し
が
る
人
哀
れ
が
る
人 

菅
谷
咊や
す
こ子 （
柏　

崎
）

学校で学び（校風）
○「おはよう」と元気に、校門出迎え
○基本的生活習慣の徹底
○ルールとマナーの順守（法教育）
○朝の読書で 1日スタート（言葉の力）
○ 授業でわくわく
　 ⇒わかる喜び・意欲を生み出す研修
　　信頼される教師の力量
○ 地域に開く・地域を取り込む ※P.C.A
　⇒図書の手伝い／授業のサポート
　　／奉仕活動

地域で育てる知恵･関心（土壌風土）
○向こう３軒、両隣から
○みんな元気に笑顔であいさつ
○ 安全登下校見守り散歩
　⇒ワンワンパトロール
○「お母さん応援」（家族・地域の支え）
○交互保育
○ ぶらっと学校・子どもと交流
　 ⇒コミュニティ／温かな目線（血の
通う防犯カメラ）／豊かな心・知恵

○ 地域力発揮ボランティア
　 ⇒読み聞かせ／スポーツ支援（得意
の技で ※P.C.A）

家庭・学校・地域の役割の自
覚と連携を図るネットワーク
づくりを進めています。

かすみがうら
共育ネットワーク

近隣複数校
ネットワーク

家庭でしつけ（家風）
○「行ってらっしゃい」と笑顔の見送り
○ あいさつ・返事・後片付け
　⇒できたらほめて習慣化
○家族皆で学校へ
○ してよいことと悪いことしっかり教
える

　⇒我が子も人の子も
○ 家族そろって「夕べの読書」「会話
団欒」

　⇒人づくり
○夕食つくりや片付けのお手伝い

・  家庭学習の
  習慣化

・子育て支援  ・底力
・安全見守り

・早寝  ・早起き
・朝ごはん

学校へ

急ぐ僕らに「おはよう」と

地域みんなの応援団

　　　北中２年　服
はっとり

部潤
じゅんたろう

太朗さん

（
国
民
文
化
祭
「
俳
句
大
会
」
鈴
木
貞
雄 

選
）

（
国
民
文
化
祭
「
俳
句
大
会
」
今
瀬
剛
一 

選
）

※P.C.A＝Parents＆ Citizen Action 親と市民の熱い行動のこと

現在のデータ

「二子塚」は、新治
地区にある小字名
で、集落を形成して
いる。

○ 小小連携、小中連携、中学校教員
の出前授業や複数教員による授
業
○ 小中学校での学びの連続性や指
導法の工夫、教員研修の合同実施

第9回「いばらき教育の日」推進協議会主催標語
茨城県教育委員会教育長賞
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優勝した消防団第1分団第4部の皆さん

22

色香

音
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坂本九氏の祖父 坂本金吉は、田伏出
身で、帆引き船を秋田県八郎潟に広
めた人物として、本市と深いかかわり
があります。

区長懇談会を開催

　

市
内
全
地
区
の
区
長
を
対
象
に
、
多
目

的
会
館
で
区
長
懇
談
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
当
日
は
、
約
80
人
の
区
長
が
参
加
し
、

市
長
か
ら
の
市
政
報
告
の
後
、
大
前
と
田

子
内
集
落
区
長
か
ら
「
元
気
の
出
る
集
落

運
営
」
に
つ
い
て
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

11月 29日 坂本九氏の兄が講演

小型ポンプ操法の部で “上佐谷地区”が県優勝

消
防
ポ
ン
プ
操
法
大
会
で
実
力
を
発
揮

　

茨
城
県
立
消
防
学
校
に
て
「
自
治
体

消
防
制
度
60
周
年
記
念
茨
城
県
消
防
ポ
ン

プ
操
法
競
技
大
会
中
央
大
会
」
が
開
催
さ

れ
、
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
に
お
い
て
、

か
す
み
が
う
ら
市
消
防
団
第
１
分
団
第
４

部
（
上
佐
谷
地
区
）
が
日
頃
の
練
習
の
成

果
を
十
分
に
発
揮
し
、
見
事
優
勝
し
ま
し

た
。

　

こ
の
大
会
に
は
、
県
内
７
地
区
で
開
催

さ
れ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
優
勝
チ
ー
ム
が
出
場

し
〔
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部
７
チ
ー
ム
・
小

型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
４
チ
ー
ム
〕、
各
隊

員
の
操
作
・
行
動
・
動
作
全
般
な
ら
び
に

有
効
放
水
ま
で
の
所
要
時
間
に
つ
い
て
競

い
合
っ
た
も
の
で
す
。

　

第
一
分
団
第
四
部
は
、
７
月
に
開
催
さ

れ
た
、
市
ポ
ン
プ
操
法
大
会
、
10
月
に
開

催
さ
れ
た
新
治
地
区
大
会
に
続
い
て
の
３

大
会
連
続
優
勝
と
な
り
ま
し
た
。

11月 15日

市遺族会がマレーシア戦跡慰霊巡拝

異
国
に
眠
る
御
霊
に
慰
霊
の
誠
を 

　

数
多
く
の
尊
き
命
が
失
わ
れ
た
先
の

大
戦
か
ら
63
年
の
月
日
が
過
ぎ
去
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
２
４
０
万
の
う
ち
未
だ

１
１
６
万
余
も
の
御
柱
が
祖
国
日
本
へ
帰

る
こ
と
が
で
き
ず
、
遠
い
異
国
の
地
に
眠

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
ど
、
か
す
み
が
う
ら
市
遺
族

会
（
山や

ま
う
ち内

庄し
ょ
う
べ
え

兵
衛
会
長
）
が
海
外
戦
跡
慰

霊
巡
拝
と
し
て
、
11
月
６
日
か
ら
10
日
ま

で
の
５
日
間
に
渡
り
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
戦

跡
慰
霊
巡
拝
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

一
年
置
き
に
行
わ
れ
る
こ
の
慰
霊
巡

拝
に
は
、
市
遺
族
会
を
中
心
と
し
て
市
内

外
か
ら
山
内
会
長
を
団
長
に
18
人
が
参
列

し
、
先
の
大
戦
で
戦
地
と
な
っ
た
、
ク
ア

ラ
ル
ン
プ
ー
ル
、
ラ
ブ
ア
ン
、
コ
タ
キ
ナ

バ
ル
で
慰
霊
祭
を
挙
行
し
ま
し
た
。

　

参
列
者
の
方
々
は
、
気
候
や
環
境
な
ど

の
変
化
に
戸
惑
い
な
が
ら
も
、
一
致
団
結

し
て
異
国
の
地
に
眠
る
御
霊
に
対
し
て
、

慰
霊
の
誠
を
捧
げ
ま
し
た
。

11月 6日  ～10日

コタキナバルの日本人墓地で追悼の
辞を読み上げる市遺族会の参列者

「光
こうぼう

芒」飯
いいじま

嶋 清
きよし

さん（加茂）「どこまでも続く橋」

中
なかむら

村 優
ゆう

さん（宍倉）

最優秀賞・市長賞（風景の部）

「帆
ほ か げ

影」

見
み と み

富 昌
まさのぶ

信さん（埼玉県さいたま市）

「夕景一城」熊
く ま き

木 士
し ろ う

郎さん（土浦市）

市観光協会長賞（帆引き船の部）

市観光協会長賞（風景の部）かすみがうら市商工会長賞

「大
た い こ

湖に浮かぶ」

平
ひ ら の

野 隆
たかいち

一さん（ひたちなか市）

土浦農業協同組合長賞

「お披露目」丸
まるもり

森 勝
かつぞう

造さん（土浦市）

優秀賞・市議会議長賞

霞ヶ浦帆引き船

フォトコンテスト

入賞作品紹介

2008

駐在所の統合などの情報
について質疑をする区長

　
「
帆
引
き
船
フ
ェ
ス
タ
」
関
連
事
業
と

し
て
、
坂
本
九
氏
の
実
兄 

坂
本
照て

る
あ
き明

氏

の
講
演
会
を
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で

開
催
し
ま
し
た
。
郷
土
資
料
館
で
は
、
特

別
展
「
帆
引
き
船
と
坂
本
九
」
を
１
月
12

日
ま
で
開
催
し
て
い
ま
す
。
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「明け行く湖」斉
さいとう

藤 心
まさのぶ

伸さん（坂）「帆引き漁」高
たかつか

塚 俊
としずみ

澄さん（土浦市）

最優秀賞・市長賞（小中学生の部）審査員特別賞・霞ヶ浦河川事務所長賞

「上位入賞者は表現と技術の表れ」と審査員をうならせる見事な写真が勢ぞろい。

第 8 回目となる「霞ヶ浦帆引き船フォトコンテスト」の入賞作品が選ばれ、11 月

22 日の「霞ヶ浦帆引き船まつり」（あじさい館）で表彰式が行われました。

11月 2日

審
査
員
講
評

広報かすみがうら

広報誌では、応募のあった 273 点の中

から、9 点の力作を紹介します。（帆引

き船の部最優秀賞は、表紙で紹介）

問 霞ヶ浦帆引き船まつり実行委
員会 事務局
　市観光商工課 ☎内線2526
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かすみがうら市の人口と世帯
平成20年12月1日現在

　人口　44,710人
　 男 　22,641人
　 女 　22,069人
　世帯　15,577世帯

＜１＞ 自然と調和した
　　　快適なまちづくり事業

　平成 20 年度の地方税法の改正により「ふるさと納税」制度が
創設されました。生まれ育った故郷はもちろん、“ふるさと”と
して「応援したい」「貢献したい」という全国の市町村へ、皆さ
まのあたたかいお気持ちを寄附として届けることができます。
　税法上の取り扱いは、5 千円を越える部分の寄附金については、
所得税・住民税が一定の限度額まで控除されるものです。
　市外にお住まいの友人や親類の方などへもお伝えいただけまし
たら幸いです。寄附金の使途は、次の事業から指定できます。

＜２＞ すこやか・安心・思いやり
　　　のまちづくり事業

＜３＞ 豊かな学びと創造の
　　　まちづくり事業

＜４＞ 活力ある産業を
　　　 育てるまちづくり事業

＜５＞ みんなでつくる連携と
　　　 協働のまちづくり事業

ふるさと応援寄附金の
問い合わせと申し込みは かすみがうら市ホームページで詳しく紹介しています。

適正な土地利
用を図るととも
に、 交 通 基 盤
の整備、防犯・
防災機能の充
実を進めていま
す。

平成２０年４月
にオープンした
やまゆり館をは
じめ、健康づく
りのための各種
事業を進めて
います。

教育や生涯学
習を充実させる
とともに、地域
文化の継承と
創造を推進し
ています。

独自のブランド「湖山の宝」として、市産
物の魅力を発掘、産業の育成に努めてい
るほか、観光果樹園・観光帆引き船など
市の観光産業を PR しています。

市民一人一人が、まちづくりの担い手
として共に考え、市民・企業・行政が
共に力を合わせながら、夢と希望の持
てるまちづくりを進めています。

「ふるさと応援寄附金」
の輪を広げよう！

投稿投稿
投稿写真募集中！！

家族やペット、珍しい物など
あなたの身の回りの写真をお
待ちしています！

こゆきちゃん（２）
 浅野さん宅（宍倉）

12月 25日生まれは
　サンタさんからの
　　　贈りものかも…。

HappyBirthday &
　　MerryChristmas !
　　　　KOYUKI

市焼酎づくり推進協議会からのお知らせ

　地元特産品として商品化した
「本格やきいも焼酎」は、2008年産（6,500本限定）
については、おかげ様をもちまして11月3日の発
売から１カ月間で約4,000本の売り上げを記録し
ました。
　そして早くも来年産の仕込みに向けて、市内の
生産組合や障害者施設
などから続々と「紅あず
ま」が収穫されていま
す。本年と同様秋が深
まった頃に発売を予定
しています。どうぞお
楽しみに！

問農林水産課　☎内線2504

湖山

第3回 やまゆり健康教室 受講生募集！
1月5日（月）から申し込み開始します。先着15人。

問やまゆり館　☎029-832-5601

市長公室  企画課　☎ 0299-59-2111　内線 1564




